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賛成多数で可決
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上程された議案

７件

諮問

３件

委員会提出

令和５年度「元気山口 新たな歩み」予算

一般会計 950億8,000万円
過去最大

予算全体予算全体
● 令和５年度を初年度とする第二次山口市総合計画後期基本計画に紐づけされる新年

度予算には、様々なプロジェクトが盛り込まれ、注目と期待をしている。
● 未来に向けた「人」への投資となることを大いに期待している。
● 歳入では市税及び地方消費税の増額が見込まれることから、そうした財源を活用し必

要な方へもれなく支援をしていく市独自の施策が必要だ。
● 予算編成方針では、事業のビルドアンドスクラップを積極的に行う方針とされていたが、

予算の中でスクラップされたものがほとんどなかった。
農山村づくり農山村づくり
●「農山村づくり推進課」の新設は、農山村エ

リアの活性化や移住・定住促進に繋がるこ
とから期待する。

●「農山村にぎわい計画」は、地域交流セン
ターや地域団体にしっかりと理念と予算を
共有して取り組んでいただきたい。

● 農山村の活性化のためには、「車に乗れな
くなったらここでは暮らせない」とならない
よう公共交通ネットワークを整備、維持して
ほしい。

● 農山村エリアの経済的な活性化を進めなが
ら、都市部を含めた移住定住にもしっかり
取り組まれることは「農村部と都市が共存
共栄するまちづ
くり」につながる。

●「みどりの食料シ
ステム戦略推進
事業」での地域
循環型農業の取
組をはじめとし
た施策・事業展
開に期待する。

農林水産業の新規就業者支援農林水産業の新規就業者支援	【6,502万円】
農業経営支援	農業経営支援	 【8,318万円】

　慢性的な人手不足に悩む第１次産業への、新た
な担い手の確保や育成に向けた現地での就農体験
や、経営ノウハウ等の習得に向けた実践的な研修
への支援・資金支援などを行うほか、本市独自の支
援として、経営開始に伴う農業機械・施設への支援、
新規就業者の定住に向けた家賃補助を行う。

●	新規就業者への支援が拡充され、新規林業従事者への
支援事業費も新たに計上されたことを評価する。
●	新規就業者の課題である技術の習得と経営開始までの
施設整備等へのきめ細かい実効性のある事業の効果を
期待する。
●	農業経営者への機械等の支援も重要だが、人材の確保、
後継者の育成、新規就農対策も喫緊の課題だ。組織改
編を契機にしっかり取り組むべきだ。
●	親子間で農業経営を継承する場合の柔軟な運用と、農
業と兼業する場合も支援の対象となるよう制度の拡充
を求める。

指摘・要望

関係人口体験プログラム in南部
エリア

予算について、さら
に詳しく知りたい
方は、市ウェブサイ
ト掲載の「令和５年
度当初予算資料」を
ご覧ください。

市報４月１日号に
特集記事あり。

〈議会最終日の各会派からの討論から抜粋〉
予算の中身について、その賛否とともに様々な意見が述べられました。
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新本庁舎整備事業新本庁舎整備事業
● 市内産木材の活用や型枠工などの市

内業者への発注は難しいようだが、大
規模建設工事であり、市内業者が１社
でも多く携われるよう取組を求める。

● 昨今の資機材の高騰や人手不足の課
題を克服し、適宜調整を行いつつス
ムーズな建設工事となるよう要望する。
JR山口線「中園」新駅JR山口線「中園」新駅
● 設置には、相当な投資が必要となる可

能性もあり、JR西日本にも応分の負担
をいただき、国や県も巻き込んで、新駅
に関連するまちづくりにもしっかりと投
資をしていく道筋の構築を要望する。

● 通勤・通学・通院・施設利用者などの増
加見込みについての調査をこれから行
うとしているが、この調査自体が必要
か。

● 広く丁寧に市民の意見と要望を聞いて、
市内のどこに住んでいても移動手段に
困らないまちにしていただきたい。

「ずっと元気な山口」の実現 ～誰もが活躍し～誰もが活躍し
　まちもひとも 今も未来も 元気な山口に～　まちもひとも 今も未来も 元気な山口に～

今後の経営状況は今後の経営状況は
～山口市財政運営計画（案）から見る今後～～山口市財政運営計画（案）から見る今後～

問   人口規模や財政規模が似ている「類似団体」
と比較すると、山口市の「公債費」（借入の
債務）は高く、人口１人当たりの負担額も、
類似団体の平均と比べると２万5,000円ほど
高い。大型公共事業の影響や収入の減少で、

「公債費比率」が上昇すると懸念する。
答   指摘のとおり計画期間内に上昇することを見

込む。自主財源の市税、特に、固定資産税が
伸びてきているので、後期基本計画に位置づ
ける社会基盤整備、まちづくりの仕上げに
しっかりと取り組む。

答   歳入歳出を踏まえた財政収支は、約39億円か
ら約66億円の財源不足を見込み、基金から繰
り入れる。令和９年度末時点の基金残高の目
標を80億円以上とすることで、計画期間終了
後も、政策的に柔軟に活用できる基金を一定
程度確保したい。

（仮称）湯田温泉パーク整備事業（仮称）湯田温泉パーク整備事業
	 【11億3,045万円】
令和５年度は、建設工事着手とプレイベントを実施。
● 子供たちや若者が集い遊べる場所として期待する。
● インクルーシブ遊具の導入などユニバーサルデザ

インに配慮した設計を評価する。
● 建設することが目的となっていないか。何のため

の施設なのかという目的から逆算して精査するこ
とを切望する。

●「何のための誰のための施設なのか」をより明確に
するために、湯田温泉パークの機能性を具体化す
べき。

●経済波及効果の説明はあるが、費用対効
果（B/C＝１以上）の具体的な説明がない。

●イベント開催時の騒音など精度の高い調
査数値は早めに開示を求める。

施設の整備イメージ

農山村と都市が
共存共栄する

まちづくり

今の市民生活を豊かにし、
安心して元気に暮らせる

まちづくり

未来に向けた
チャレンジを支える

まちづくり
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地域づくりの拠点としての地域づくりの拠点としての
地域交流センターの在り方が議論に地域交流センターの在り方が議論に
問   協働のまちづくりの中でその拠点である

総合支所や地域交流センターの整備が進
められてきた。令和5年度予算にも平川、
大内、小鯖の地域交流センターの建て替
えや機能強化といった方向性が示されて
いるが、今後の在り方、整備の方向性に
ついて問う。

答   
平川 エレベーターがなく、バリアフリー化

されていない。災害時の避難場所機能の強
化等の課題を検討し、利便性も踏まえ現地
での建て替え整備を行う。
大内 老朽化や、人口規模及び利用状況から

施設の狭あい化が指摘されてきた。山口県
農業試験場跡地利用基本構想の最終案に地
域交流センターやグラウンド等を核とした
交流空間の形成が掲げられたところであり、
今後も地域の意見を取り入れながら検討し
ていく。
小鯖 エレベーターがなく、バリアフリー化

されていない。災害時の避難所機能の強化
が課題。施設自体の機能強化に加え、農山
村エリアの地域交流センターとして、地域
の暮らしを支える拠点としての役割確保を
念頭に入れたセンター機能の強化や複合化、
集約化等についても検討する。

小中一貫教育小中一貫教育
～コミュニティ・スクールを基盤とした義務教育
	 ９年間の連続性のある学びを目指して～
　小学校６年間と中学校３年間の義務教育
９年間を一体的なものとしてとらえ、中学
校区の小・中学校のめざす子ども像を共有し、
９年間の系統性を確保した教育課程を編成・
実施した上で、一貫性のある支援・指導に
よって子どもたちの育成にあたるの
が「小中一貫教育」です。

●	小・中学校がベクトルを揃えて、子どもたちの
ために同じように指導していくことが、大変効
果的である。
●	子どもに関わる団体などにしっかり伝える機会
の確保や部局横断で連携するなど、スピード感
を持つべきである。
●	中１ギャップの解消は大きな目的のひとつ。
●	小中一貫教育にすることが、中1ギャップの解
消に適切な手法とは思わない。
●	小中一貫教育を推進するためには、子どもた
ち・保護者を含む地域と一体となった取組が不
可欠だと考える。
●	山口市の特色あるコミュニティ・スクールの取
組を生かしていただきたい。
●	教育者ではない地域が教育に介入するというこ
とはどうなのか、慎重になるべきだ。
●	「本物の学力」という本市独自の学力観である
非認知能力の向上を強調されているが、学力偏
重とならないようにすべきだ。

指摘・要望

市の会計事務の在り方は市の会計事務の在り方は
問   正しい数字に基づいた的確なデータ分析で、経営

戦略、デジタル化等を進める中、今後の会計事務
の在り方は。

答   年間で、約15、６万件の歳入歳出伝票を処理する。
こうした伝票処理の時間、業務量を削減し、効率
化を図るため、デジタル技術を最大限活用し、業
務効率化の改善を実施してきた。情報系システム
の電子決済等の導入で、現在の紙ベースの業務を
将来的に効率化することができる。

問   実際の予算執行は、通常、支出が先行し、事業終
了後に国・県等からの補助金等が交付されるので、
収入と支出の時期が合わず、年度末などに一時的
な資金不足もあると思うが、市の対応は。

答   資金不足が想定される時期には、市条例に基づき、
財政調整基金等を一時的に支払準備金に繰り入れ
て活用する「繰替運用」で対処する。今後とも、
的確な収支の予測に努め、必要な場合には、追加
の繰替運用や一時借入金により対応する。

最終日に教育民生委員会から提
案され、全会一致で可決しました。
意 見 書 の 全 文 は 市 議 会 ホ ー ム
ページに掲載しています。

国へ提出します ! !

帯状疱疹ワクチン接種に係る助成制度の
創設や予防接種法に基づく定期接種化を
求める意見書
導入年齢に関する課題を
含めたワクチンの有効性
等 の 確 認 を 早 急 に 行 い、
法に基づくワクチン接種
に係る助成制度の創設や
定期接種化を国に求める
ものです。

意
見
書

意見書の全文
（市議会ホーム
ページ）
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■■■■■■全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和５年度山口市介護サービス事業特別会計予算
●令和５年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会計予算
●令和５年度山口市地域下水道事業特別会計予算
●令和５年度山口市国民宿舎特別会計予算
●令和５年度山口市特別林野特別会計予算
●令和５年度山口市水道事業会計予算
●令和５年度山口市簡易水道事業会計予算
●令和５年度山口市公共下水道事業会計予算
●令和５年度山口市農業集落排水事業会計予算
●令和５年度山口市漁業集落排水事業会計予算
●令和４年度山口市一般会計補正予算（第９号）
●令和４年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第
２号）
●令和４年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）
●令和４年度山口市介護保険特別会計補正予算（第３号）
●令和４年度山口市介護サービス事業特別会計補正予算
（第２号）
●令和４年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会計補
正予算（第２号）
●令和４年度山口市国民宿舎特別会計補正予算（第２号）
●令和４年度山口市特別林野特別会計補正予算（第１号）
●令和４年度山口市一般会計補正予算（第10号）

事　件　議　決
●山口市・萩市・防府市消防通信指令事務協議会の設置に
ついて
●山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数
の減少及び山口県市町総合事務組合の共同処理する事
務の変更並びに規約の変更に関する協議について
●山口県市町総合事務組合の財産処分に関する協議につ
いて
●市道路線の認定について
●山口市新本庁舎棟新築工事の請負契約の締結について
●山口市新本庁舎棟新築電気設備工事の請負契約の締結
について
●山口市新本庁舎棟新築機械設備工事の請負契約の締結
について
●山口市スポーツの森西京スタジアム天井・屋根等改修
工事の請負契約の一部を変更することについて
●秋穂漁港海岸（大海地区）海岸保全施設整備工事の請負
契約の一部を変更することについて
●道の駅あいお移転整備事業用地の取得について

条　　　　　例
●山口市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例
●公益的法人等への山口市職員の派遣等に関する条例の
一部を改正する条例
●山口市使用料、手数料徴収条例の一部を改正する条例
●山口市子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する条例
●山口市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
●山口市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
●山口市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例
●山口市休日・夜間急病診療所設置条例の一部を改正する条例
●山口市国民健康保険条例の一部を改正する条例
●山口市地域交流センター設置及び管理条例の一部を改
正する条例
●長門峡自然休養村管理センター設置及び管理条例を廃
止する条例
●道の駅「きらら　あじす」設置及び管理条例の一部を改
正する条例
●山口市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
●山口市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
●山口市道路及び水路整備事業分担金徴収条例の一部を
改正する条例
●山口市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例
●山口市営住宅条例の一部を改正する条例
●山口市営特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例
●山口市営地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例
●山口市水道事業等の設置等に関する条例の一部を改正
する条例

諮　　　　　問
●人権擁護委員の候補者の推薦について（敬称略）
　　阿川	安廣（新任）	 　　久保田	文子（再任）
　　上田	雅憲（再任）	 　　中原	みどり（再任）
　　日下	秀圓（再任）	 　　村田	和子（再任）
　　福江	秀子（新任）

委 員 会 提 出
●山口市議会個人情報保護条例
●山口市議会会議規則の一部を改正する規則
●帯状疱疹ワクチン接種に係る助成制度の創設や予防接種
法に基づく定期接種化を求める意見書の提出について

議案議案のの審議結果審議結果

■■■■■■賛否賛否がが分分かれたかれた議案議案とと審議結果審議結果（○は賛成、×は反対）
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令和５年度山口市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和５年度山口市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和５年度山口市後期高齢者医療特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和５年度山口市介護保険特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

事件議決 第二次山口市総合計画の基本構想の変更について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
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消
防
団
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
と

負
担
軽
減
の
た
め
に

総務
委員会

新
本
庁
舎
棟
新
築
工
事
業
者
決
定
！

市
内
業
者
の
活
用
を

総務
委員会

サ
イ
コ
ロ
き
っ
ぷ
で
大
に
ぎ
わ
い
、

観
光
客
の
お
も
て
な
し
を
万
全
に

生活環境
委員会

観
光
の
目
玉
、
国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔

改
修
中
の
影
響
は

生活環境
委員会

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育

民
生
」「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予

算
決
算
」の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、

各
委
員
会
が
所
管
す
る
部
局
の
議
案

や
業
務
等
の
審
査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い

ま
す
。

各 委 員 会の所 属 議 員、 
所管する部局、日程など、 
詳しくは市議会ホーム
ページに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
「
サ
イ
コ
ロ
き
っ
ぷ
」

の
行
き
先
に
湯
田
温
泉
駅
が
選
ば
れ
、
大

勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
期
間
中
は
、市
内
宿
泊
施
設
も
満
室
、

昼
の
飲
食
店
も
大
行
列
に
な
る
な
ど
、
お

も
て
な
し
面
で
の
課
題
も
見
え
た
。大
阪・

関
西
万
博
等
に
向
け
て
、
市
内
の
み
な
ら

ず
、
７
市
町
と
も
連
携
し
た
誘

客
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

（
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

　
70
年
ぶ
り
の
大
改
修
中
に
、
そ
の
時
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
姿
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
観

光
商
品
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
大
内
文
化
ゾ
ー
ン

に
あ
る
他
の
施
設
の
魅
力
も

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
回
遊

性
も
高
め
て
い
き
た
い
。

 （
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

・ しっかりと予定を立てずに訪れた
人でも、また来たいと思えるよう、
関係団体とも連携してしっかりと
受入れ体制を整えていただきたい。

委員の意見

・ 消防団活動の負担軽減
等のために、制度が新
設されたことを評価する。

・ 制度が適切に運用され
るよう丁寧な対応を求
める。

委員の意見

・ 早い段階での情報提供な
ど、影響が大きい観光業、
宿泊業者等とも緊密に連
携して進めていただきたい。

委員の意見

山口ゆらめき
回廊期間中の
五重塔

　

消
防
団
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
と
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
消
防
団
が
地
域

防
災
の
維
持
強
化
の
た
め
に
行
う
人
材
育
成

や
入
団
促
進
な
ど
の
自
主
的
か
つ
持
続
的
な

活
動
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を
創
設
す
る
。

　

助
成
金
は
、
単
年
度
会
計
処
理
を
原
則
と

し
、
年
度
ご
と
に
、
精
算
と
事
業
内
容
の
精

査
を
し
、
実
績
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。 

（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

　

新
本
庁
舎
棟
整
備
事
業
の
本
体
、
電
気

設
備
、
機
械
設
備
工
事
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
を
受
注
す
る
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
が
決
定
し
た
。

　

こ
れ
ら
３
件
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
総

合
評
価
方
式
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
を
採

用
し
、
価
格
以
外
の
評
価
の
視
点
と
し
て
、

企
業
の
技
術
力
と
地
域
貢
献
度
に
重
点
を

置
き
落
札
者
を
選
定
し
た
。

 

（
担
当
部
局
：
総
務
部
）

問   市内業者を活用することの担保と、実際に
活用したかどうかの確認はどのように行う
のか。

答   企業の地域貢献度の評価に当たり、下請や
資材調達に係る市内業者の活用割合につい
て提案を受けている。今後、提案内容の確
実な履行の担保と不履行時の違約金に関す
ることも盛り込んだ協定を締結する予定と
している。実際の活用状況は、年2回の報告
と最終報告の際に、領収書等で確認する。
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中
山
間
、
農
山
村
地
域
の
地
域
経
済
活
性
化
に
向

け
た
移
住
定
住
の
促
進
強
化
の
た
め
、
定
住
促
進
課

を
令
和
４
年
度
に
新
設
さ
れ
た
農
林
水
産
部
に
移
管

し
、
様
々
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
き
た
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
人
口
減
少
が
進
む
農
山

村
エ
リ
ア
の
地
域
経
済
の
活
性
化
や
移
住
定
住
施
策

等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
定
住
促
進
課
を
再

編
し
、
農
山
村
づ
く
り
推
進
課
を
設
置
す
る
。

　
引
き
続
き
、
農
山
村
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
。 

（
担
当
部
局
：
農
林
水
産
部
）

農
山
村
づ
く
り
推
進
課
の
創
設

農林建設
委員会

・ 農山村にぎわい計画に基
づき、スピード感と実効
性を確保しながら取り組
んでいただきたい。

委員の意見

市
営
住
宅
等
の

入
居
者
資
格
要
件
の
拡
充

農林建設
委員会

・ 市民にとって利便性が高まるととも
に、里親に対する認識が浸透して
いくものと期待する。

・十分な周知を行っていただきたい。

委員の意見

問   公設での施設整備は限界にきている。
民間が参入できるルールづくりを早
急に進めるべきだ。

答   待機児童が急激に増加している中、
公設の施設整備の取組だけでは課題
の解消が困難になっている現状を踏
まえれば、民間参入の方針について
早急に検討し、事業化していく必要
があると思っている。令和６年の開
始を目指して検討したい。

　
文
部
科
学
省
が
定
め
る
学
校
図
書
館
図
書
標
準
に
お
い
て
学
校
図
書
館
に

整
備
す
べ
き
蔵
書
冊
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内
10
校
で
未
達
成
と
な
っ

て
い
る
。
最
新
の
知
識
、
情
報
等
を
踏
ま
え
た
図
書
の
整
備
が
で
き
る
よ
う

各
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
新
年
度
予
算
の
執
行
に
よ
り
図
書
標
準
の
達
成

に
向
け
改
善
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
不
要
と
な
っ
た
図
書
の
廃

棄
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
新

す
べ
き
図
書
の
対
象
を
示
し
た
全
国
学
校
図
書
館
協
議

会
の
学
校
図
書
館
図
書
廃
棄
基
準
に
基
づ
き
、
適
切
な

廃
棄
を
進
め
、
学
校
図
書
館
図
書
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。 

（
担
当
部
局
：
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
里
子
に
つ
い
て
同
居

親
族
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
入
居
資
格
要
件
を
拡
充

す
る
た
め
、
関
係
条
例
を
改
正
す
る
。

 

（
担
当
部
局
：
都
市
整
備
部
）

　
定
員
拡
大
を
実
施
す
る
こ
と
で
待
機
児
童

数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は
考
え
て

い
る
が
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
待
機
児

童
は
発
生
す
る
見
込
み
。
今
ま
で
、
基
本
的

に
は
公
設
民
営
で
取
組
を
進
め
て
き
た
が
、

待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
今
後
は
積
極
的
に

民
設
民
営
、
あ
る
い
は
公
共
施
設
や
空
き
店

舗
な
ど
の
民
間
施
設
の
活
用
も
含
め
て
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
運
営
と
整
備
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
場
合
、
支
援
員

と
施
設
を
併
せ
た
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。 

（
担
当
部
局
：
こ
ど
も
未
来
部
）

学
校
図
書
館
図
書
の
充
実
を

教育民生
委員会

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
の
考
え
方

教育民生
委員会

里
子
と
は････

児
童
福
祉

法
の
規
定
に
よ
り
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
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一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁を合わせて50分です。
★�質問と答弁の映像は各議員の二次元コード�　�から見ることができます。
　※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。�※�情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　
若
者
や
子
育
て
世
代
に
光
を

当
て
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
る
。
後
期
基
本
計
画
の

策
定
を
通
し
て
、
今
後
５
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
を
市
長
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
学
生
が
希
望
に
応
じ
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
若
者
の

雇
用
の
場
の
確
保
や
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
く
。
県
内
で
20
代
前
半

の
若
者
人
口
が
最
も
多
く
、
若
者

年
齢
の
比
率
が
高
い
本
市
の
状
況

に
お
い
て
、
若
者
の
遊
び
場
や
交

流
の
場
の
充
実
を
求
め
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
形
で
の
生
活
環
境
の
整

備
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
子
育
て

世
代
に
は
、
き
め
細
や
か
な
相
談

支
援
体
制
の
強
化
や
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
情
報
発
信
、
子
育
て
家
庭

の
負
担
軽
減
、
特
色
あ
る
先
進
の

教
育
環
境
づ

く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問答

未来志行山口
坂井	芳浩

都市 若者や子育て世代に選ばれるまちづくりに向けて

　
　
農※

山
村
エ
リ
ア
９
地
域
の
地

域
活
性
化
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
定
住
促
進
や
交
流
の
創
出
に

つ
な
が
る
形
で
、
地
域
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
農
山
村

に
ぎ
わ
い
計
画
の
策
定
を
進
め
、

地
域
経
済
活
性
化
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
を

中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
お
け
る
居

住
誘
導
を
図
り
、
地
域
の
生
活
を

支
え
る
拠
点
づ
く
り
を
進
め
、
移

住
定
住
促
進
の
強
化
に
取
り
組
む
。

同
時
に
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
と
し
て
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
構
築
や
利
用
促
進
の

取
組
、
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
促
進
等
を
進
め
、
都
市
農

村
交
流
、
農
山
村
間
で
の
連
携
促

進
に
つ
な
げ
、
都
市
と
農
山
村
が

連
携
補
完
し
合
う
好
影
響
・
好
循

環
の
対
流
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
農
山
村

エ
リ
ア
の
形
成
、

ず
っ
と
元
気
な
農

山
村
づ
く
り
を
進

め
る
。

問答

県都創生山口
山本	貴広

定住 ２１地域づくりと農山村活性化について

　
　
指
定
管
理
者
選
定
時
の
評
価

に
、
障
が
い
者
雇
用
の
項
目

を
加
え
て
は
い
か
が
か
。

　
　
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
と
い

う
、
本
市
の
施
策
へ
の
貢
献

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
指
定

管
理
者
の
現
状
や
制
度
構
築
に
向

け
た
課
題
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、

他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
、
よ

り
よ
い
指
定
管
理
者
制
度
の
構
築

に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

　
　
（
仮
称
）
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
に

お
い
て
、
職
場
と
し
て
、
障

が
い
者
の
就
労
も
視
野
に
入
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
本
施
設
の
管
理
運
営
に
係
る

業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
。
今

後
、
施
設
の
運
営
体
制
を
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
中
で
、
早
朝
や

日
中
に
お
け
る
短
時
間
勤
務
、
ま

た
、
事
例
の
紹
介
が
あ
っ
た
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
や

施
設
案
内
も
参

考
に
し
な
が
ら
、

幅
広
い
雇
用
形

態
を
想
定
し
て

検
討
し
て
い
き

た
い
。

問答問答

公明党
其原	義信

就労 障がいのある方が就労できらめく！

農山村エリア
仁保、小鯖、陶、鋳銭司、
名田島、秋穂二島、秋穂、
徳地、阿東地域の９地域
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財
政
運
営
計
画
案
に
よ
る
と
、

市
は
基
金
を
取
り
崩
し
て
収

支
黒
字
化
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
実
質
公
債
費
比
率
８・０
％
未

満
、
将
来
負
担
比
率
を
１
６
０
％

未
満
と
目
標
設
定
し
た
。
家
計
に

置
き
換
え
る
と
、
支
出
が
多
い
か

ら
貯
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
状
況
。

こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め
に
は
支

出
を
減
ら
さ
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
財
政
運
営
計
画
に
掲
げ
る
３

つ
の
方
針
を
踏
ま
え
た
具
体

的
な
取
組
と
し
て
、
歳
入
の
安
定

し
た
確
保
８
項
目
、
歳
出
の
効
率

化
の
徹
底
10
項
目
を
位
置
づ
け
、

安
定
し
た
財
政
運
営
に
向
け
て
取

組
を
進
め
る
。
歳
出
面
の
取
組
と

し
て
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に

関
し
て
、
経
常
経
費
に
つ
い
て
事

業
の
必
要
性
や
費
用
対
効
果
、
不

用
額
の
減
少
な
ど
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
不
断
の
見
直
し
を
行

う
。 問答

市民クラブ
部谷	翔大

財政 今後、市のお財布（財政）事情はどうなる?!

　
　
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
社
会
経

済
活
動
の
後
押
し
が
本
格
化
す
る

が
、
本
市
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
か
。

　
　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
域
経
済

に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
の

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
、
国

や
県
と
の
観
光
誘
客
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
観
光
誘
客
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
流
創
出

事
業
な
ど
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

人
材
育
成
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
、
地
域
脱

炭
素
の
推
進

な
ど
の
新
た

な
時
代
の
流

れ
を
踏
ま
え
、

一
体
的
に
進

め
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

◯
地
産
地
消

◯ 

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン

問答

ふるさと共創山口
宮川	英之

行政 ポストコロナにおけるまちづくり

　
　
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
無
医
地
区
で
あ
る
三
谷
地
区

の
集
会
所
へ
診
療
看
護
師
が

就
き
、
診
療
所
の
医
師
が
行
う
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
と
の
連
携
の
下
、

診
療
を
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、

本
年
中
を
目

途
に
巡
回
診

療
車
搭
載
の

遠
隔
診
療
シ

ス
テ
ム
を
通

じ
た
診
療
へ

移
行
さ
れ
る

予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
市
道
の
除
雪
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
市
道
の
除
雪
は
市
民
生
活
を

支
え
る
上
で
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
機
能
の
保
持
に
つ
な
が
る
。
地

域
特
性
を
考
慮
し
、
車
両
・
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
、

関
係
事
業
者
と
の
調
整
や
連
携
を

通
じ
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
除

雪
体
制
の
構
築
を
図
り
た
い
。

問答問答

高志会
伊藤	青波

生活 徳地地域づくりについて

　
　
側
面
的
な
支
援
を
全
力
支
援

と
後
づ
け
す
る
の
で
は
な
く
、

子
育
て
世
代
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
の
だ
か
ら
「
子
育
て

に
は
お
金
が
か
か
る
」
と
い
う
切

実
な
思
い
に
真
っ
す
ぐ
応
え
る
直

接
的
な
支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
社

会
的
基
盤
と
な
る
人
づ
く
り
、

場
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
た
諸
施

策
を
総
合
的
に
進
め
つ
つ
、
経
済

的
な
支
援
が
必
要
な
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
も
し
っ
か
り
と
行
い
た

い
。
そ
し
て
関
連
す
る
施
策
を
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
進
め
て
い
く
。
国

等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
世
代

へ
の
施
策

展
開
や
支

援
の
在
り

方
に
つ
い

て
検
討
を

推
め
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

農
業
の
所
得
補
償
・
価
格
保
障

制
度
の
導
入

○
新
規
就
農
者
支
援
制
度
の
拡
充

問答

日本共産党
大田	たける

予算 新年度予算：子育て世代に直接支援で全力応援を

山口市徳地診療所
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ず
っ
と
元
気
な
山
口
の
実
現

に
向
け
た
、
20
代
の
若
者
の

転
出
超
過
抑
制
へ
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
令
和
９
年
度
の
市
の
目
標
人

口
約
19
万
人
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
若
者
の
転
出
超
過
抑
制

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
若
者
の

本
市
で
の
就
職
や
定
住
に
向
け
、

主
と
し
て
次
の
取
組
を
進
め
る
。

①
や
ま
ぐ
ち
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
活
用
し
た
大
学

生
の
地
域
と
の
関
わ
り
強
化
や
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
促
進
す

る
。
②
魅
力
あ
る
地
域
資
源
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
本
市

へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
。
③
企
業

の
採
用
力
強

化
、
福
利
厚

生
充
実
の
た

め
の
助
成
金

制
度
を
創
設

し
、
若
者
の

就
職
を
支
援

す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
公
共
下
水
道
の
今
後
の
整
備

問答

未来志行山口
椙山	俊哉

行政 20代の若者の転出超過抑制への取組について

　
　
農
業
試
験
場
跡
地
利
用
に
お

い
て
は
、
防
災
対
策
の
視
点

か
ら
、
雨
水
排
水
対
策
、
浸
水
対

策
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
排
水

能
力
を
含
め
た
整
備
促
進
が
大
内

地
区
全
体
の
安
心
安
全
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
将
来
の
土
地
利
用
に
よ
っ
て

は
、
下
流
域
へ
影
響
を
与
え

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
流
す
対
策

で
ど
の
様
な
手
法
が
効
果
的
か
、

雨
水
幹
線
整
備
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

農業
山
口
市
が
ん
ば
る
農
業
者
支

援
事
業

　
　

山
口
市
に
お
け
る
農
業
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
、
農
家

の
生
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
対
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
農
家
の
皆
様
と
接
す
る
機
会

等
を
通
じ
、
意
見
を
し
っ
か

り
と
お
聞
き
す
る
こ
と
で
、
本
市

の
農
業
の
実
情
を

把
握
し
、
農
家
の

皆
様
に
寄
り
添
っ

た
、
き
め
細
や
か

な
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

問答問答

県都創生山口
瀧川	勉

上下水 農業試験場跡地利用における雨水排水対策

　
　
国
が
公
表
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
今
後
３
年
間
を
改

革
推
進
期
間
か
ら
改
革
集
中
期
間

と
見
直
さ
れ
、
目
標
達
成
の
時
期

が
ず
れ
込
ん
だ
印
象
を
受
け
た
が
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
先
延
ば
し
す

る
こ
と
な
く
、
取
組
を
前
に
進
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
現
時
点

に
お
け
る
市
の
方
向
性
を
伺
う
。

　
　

地
域
移
行
に
向
け
て
は
、
受

皿
の
確
保
や
運
営
費
の
保
護

者
負
担
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
、

令
和
５
年
度
は
、
本
市
の
推
進
計

画
等
を
協
議
す
る
会
議
体
の
設
立

や
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、

児
童
生
徒
・
保
護
者
へ
の
意
向
調

査
、
部
活
動
指
導
員
の
増
員
等
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
中
学
校

部
活
動
の
教
育
的
意
義
や
役
割
を

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
継
承
、

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
全
市

を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

考
え
、
３
年
間
の
改
革
推
進
期
間

で
、
中
学
校

部
活
動
改
革

を
着
実
に
進

め
て
い
く
。

問答

未来志行山口
鳥養	祐矢

教育 中学校部活動の地域移行について

　
　
現
計
画
に
お
い
て
成
果
指
標

が
後
退
し
て
い
る
原
因
と
新

目
標
の
設
定
に
つ
い
て
、
市
の
所

見
を
伺
う
。

　
　
対
面
で
行
う
事
業
の
実
施
が

難
し
く
受
講
者
を
制
限
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
や
、
新
し

い
参
加
者
の
掘
り
起
し
や
情
報
発

信
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

要
因
と
分
析
し
て
い
る
。
次
期
計

画
の
目
標
値
は
、
達
成
可
能
で
現

実
的
な
目
標
値
と
し
て
設
定
し
た
。

　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
室
と
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
体

制
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
所
見
を
伺
う
。

　
　

男
女
共
同

参
画
セ
ン

タ
ー
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
女

性
相
談
員
を
１

名
増
員
し
、
相

談
業
務
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
令
和
５
年
度
組
織
体
制

○ 

小
郡
都
市
核
づ
く
り
・
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

○
農
林
水
産
業
の
人
手
不
足
対
策

問答問答

公明党
栗林	正

人権 山口市男女共同参画基本計画！！！
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山
口
市
の
掲
げ
る
Ｈ※

Ｘ

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
、
ど
う

地
域
に
意
識
さ
せ
、
浸
透
さ
せ
る

の
か
伺
う
。

　
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
時
勢
の
変
化
に
対
応
し

た
人
材
の
掘
り
起
こ
し
や
育
成
、

確
保
策
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域

や
高
等
教
育
機
関
等
と
の
さ
ら
な

る
連
携
に
よ
る
行
事
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
実
践
を
繰
り
返
し
、
そ
の
都

度
、
地
域
の
皆
様
と
課
題
を
共
有

し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が

ら
、
次
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
で
、
人
材
の
育
成
、

確
保
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
。
地

域
を
巻
き
込
む
取
組
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
の
連
帯

感
や
意
識
の
醸
成

を
図
り
、
地
域
の

個
性
や
特
性
を
生

か
し
た
、
息
の
長

い
地
域
独
自
の
人

材
育
成
の
枠
組
み

の
形
成
や
、
積
極

的
な
行
動
に
つ
な

が
る
よ
う
寄
与
し

て
い
き
た
い
。

問答

ふるさと共創山口
中野	光昭

協働 人材育成、人材確保の地域への浸透

　
　
電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
企

業
収
益
が
悪
化
し
て
お
り
、

そ
の
一
部
を
使
用
料
金
に
転
嫁
す

る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ

た
が
、
市
民
理
解
を
得
ら
れ
る
取

組
を
進
め
た
上
で
の
料
金
改
定
で

あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が

当
局
の
経
営
努
力
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
企
業
債
の
繰
上

償
還
に
よ
る
利
子
の
軽
減
や
、
運

転
管
理
等
の
民
間
委
託
の
拡
大
に

よ
る
支
出
の
削
減
、
消
化
ガ
ス
の

売
却
に
よ
る
新
た
な
収
益
の
確
保

等
に
努
め
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
支
出
削
減
に
向
け

た
取
組
と
し
て
は
、
汚
泥
処
分
に

つ
い
て
セ
メ
ン
ト
化
と
肥
料
化
の

比
率
を
見
直
し
支
出
の
抑
制
に
努

め
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
に
よ
る
動
力
費
の
削
減
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

公明党
山本	敏昭

上下水 水道料金の見直しは市民理解が前提です

　
　
単
身
高
齢
世
帯
や
お
年
寄
り

の
ご
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増

え
て
い
る
現
状
に
あ
っ
て
、
若
い

と
き
に
は
何
の
苦
労
も
な
か
っ
た

ご
み
出
し
が
、
大
変
な
労
力
を
要

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
高
齢
化
に
伴
う
様
々
な
問
題
に

対
す
る
環
境
部
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
既
設
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
の
ご
み
出
し
が
困
難
と

な
り
、
近
く
へ
の
設
置
を
望
ま
れ

る
方
が
増
え
て
く
る
と
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
場
所
へ
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

柔
軟
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

そ
の
場
合
、
地
元
に
お
い
て
、

用
地
の
確
保
や
設
置
工
事
、
そ
の

後
の
維
持
管
理
を
お
願
い
し
て
お

り
、
設
置
工
事
に
伴
う
費
用
に
つ

い
て
は
、
助
成
制
度
を
設
け
て
い

る
。

　

今
後
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い

く
。 問答

公明党
村上	満典

環境 高齢者のごみ出し支援策を具体的に推進！

　
　

幹
線
道
路
や
小
・
中
学
校
、

商
業
施
設
や
駅
に
近
い
と
こ

ろ
へ
の
住
宅
地
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。
後
期
基
本
計
画
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
農
地
と
居
住
エ

リ
ア
の
調
和
を
進
め
る
の
か
問
う
。

　
　
優
良
な
農
地
の
確
保
と
居
住

エ
リ
ア
の
調
和
・
両
立
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

等
を
中
心
と
し
た
日
常
生
活
圏
の

形
成
に
必
要
な
生
活
関
連
機
能
の

集
積
や
居
住
誘
導
の
検
討
、
都
市

核
周
辺
エ
リ
ア
に
お
け
る
新
た
な

都
市
機
能
や
居
住
環
境
等
の
向
上

に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
全
体
に

お
い
て
定
住
促
進
の
取
組
を
進
め

る
。
都
市
核
周
辺
エ
リ
ア
等
で
は
、

Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
や
幹
線
道
路
、
公
共

下
水
道
事
業
計
画
区
域
等
の
現
状

を
踏
ま
え
た
都

市
計
画
の
見
直

し
等
の
居
住
誘

導
の
検
討
を
進

め
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

　
▽
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
の
活
用

問答

徳孤会
山本	浩二

都市 農地と居住エリアの新しい調和

ＨＸ（ヒューマントランスフォーメーション）
人や組織の、意識・行動・風土・コミュニケー
ションなど人と人とが交わる領域を変革し、
組織が健全に成長する状態を実現すること。

市上下水道局公式
キャラクター
水
みず
輝
き
ペン太
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地
域
の
拠
点
づ
く
り
、
地
域

活
性
化
の
要
と
な
る
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
、
整
備
の

方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
今
後
も
地
域
の
交
流
の
場
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
機
能
を
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆

様
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
な
が
ら

拠
点
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。

文化
後
期
基
本
計
画
に
お
け
る
文

化
芸
術
の
普
及
と
振
興

　
　
令
和
５
年
度
以
降
の
文
化
施

策
の
取
組
を
問
う
。

　
　
子
ど
も
の
頃
か
ら
多
様
な
文

化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
多
様
な
文
化
施

設
等
を
活
用
し
た
多
く
の
交
流
創

造
と
人
材
育
成
、
伝
統
芸
能
の
魅

力
を
発
信
す
る
機
会
の
充
実
等
を

図
る
。

問答問答

未来志行山口
米本	太郎

協働 地域の拠点づくり、地域活性化を目指して

　
　
中
心
市
街
地
以
外
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
５
年
度
に
農
山
村
づ
く

り
推
進
課
を
設
置
し
、
農
山

村
エ
リ
ア
９
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
踏
ま
え
た
『
農
山
村
に
ぎ
わ

い
計
画
』
の
策
定
を
進
め
る
。

　
住
宅
と
農
地
が
混
在
す
る
都
市

核
の
周
辺
エ
リ
ア
（
大
内
、
平
川
、

嘉
川
、
阿
知
須
地
域
な
ど
）
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
特

性
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
け
る
コ

ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
踏

ま
え
た
新
た
な
居
住
誘
導
の
在
り

方
や
手
法
等
の
検
討
を
進
め
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問

・
生
活
の
安
心
・
安
全
施
策

・
農
地
転
用
に
つ
い
て

・
地
域
脱
炭
素
の
推
進
に
つ
い
て

問答

高志会
有田	敦

行政「新たな歩み」予算!　人口の維持、拡大施策

　
　
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
工

事
な
ど
を
め
ぐ
り
、
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
な
い
よ
う
、
地
域
に
配

慮
し
た
設
備
の
普
及
が
求
め
ら
れ

る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
事
業
者
が
地
域
住
民
と
適
切

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
図
ら
れ
る
よ
う
、
説
明
会
等

の
実
施
時
期
を
よ
り
明
確
に
示
す

な
ど
配
布
文
書
の
内
容
充
実
を
図

り
、
市
民
に
対
し
て
も
改
め
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
周
知
に
努
め
る
。

　
　
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童

生
徒
等
に
対
す
る
日
本
語
学

習
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
日
本
語
指
導
補
助
員
の
入
国

後
１
年
間
と
い
う
配
置
期
間

や
開
始
時
期
等
の
見
直
し
を
含
め

て
、
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な

児
童
生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
活
用
等
に

よ
り
日
本
語

を
学
ぶ
機
会

を
つ
く
る
よ

う
努
め
る
。

問答問答

未来志行山口
大來	尚順

環境 地域に配慮した対応が住みよい環境の一歩！

　
　
令
和
２
年
度
に
制
度
改
正
さ

れ
、
地
域
再
生
計
画
の
要
件

が
緩
和
さ
れ
た
「
企※

業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
利
用
が
全
国
的
に
高

ま
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
で
、

寄
附
額
の
最
大
６
割
が
控
除

さ
れ
、
損
金
算
入
に
よ
る
軽
減
効

果
３
割
と
合
わ
せ
る
と
最
大
約
９

割
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
地

方
公
共
団
体
の
取
組
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
社
会
貢
献
に
取
り
組
む

企
業
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
５

件
、
約
２
千
万
円
の
寄
附
を
い
た

だ
い
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
方
法
の
検
討
を

進
め
、
寄
附
を
通
じ
、

よ
り
多
く
の
企
業
と

一
緒
に
本
市
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
事
業

が
実
施
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
山
口
県
央
連
携
都
市
圏
域

問答

未来志行山口
馬越	帝介

行政 企業版ふるさと納税の活用について！

企業版ふるさと納税
企業が地方公共団体の地方創生
の取組に対して寄附を行った場合
に法人関係税を税額控除する制度

農山村エリア９地域

小鯖地域交流センターでの
ふるさとまつりの様子
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
関
連
の
各
種
支
援
金

の
給
付
事
業
に
つ
い
て
、
困
っ
て

い
る
方
へ
の
情
報
の
周
知
や
申
請

期
間
、
申
請
方
法
、
予
算
額
に
対

す
る
市
の
評
価
を
伺
う
。

　
　
市
報
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

へ
の
掲
載
、
申
請
書
類
等
の

直
接
郵
送
や
関
係
団
体
を
通
じ
た

配
布
等
の
様
々
な
手
段
を
活
用
し
、

確
実
に
情
報
が
周
知
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
申
請

期
間
に
つ
い
て
は
、
２
か
月
か
ら

６
か
月
程
度
の
期
間
を
適
切
に
設

定
し
、
申
請
方
法
に
つ
い
て
も
、

支
援
金
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々
な

方
法
を
と
り
、
可
能
な
限
り
迅
速

か
つ
簡
潔
な
給
付
に
努
め
て
き
た
。

予
算
額
に
つ
い
て
は
、
生
活
者
支

援
は
対
象
者
全
員
分
の
額
を
、
事

業
者
支
援
は
関
係
団
体
に
対
し
て

幅
広
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
精
査

し
た
額
を
計
上
し
、
事
業
執
行
が

可
能
と
な
る
予
算
額
を
確
保
し
た
。

問答

市民クラブ
山見	敏雄

生活 困った人がコロナ支援金を申請しやすい取組

　
　
道
の
駅
あ
い
お
移
転
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
と
基
本
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
移
転
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
本
定
例
会
に
用
地
取
得

議
案
を
提
出
し
た
。
本
施
設
や
国

民
宿
舎
秋
穂
荘
を
交
流
の
核
と
し

た
海
洋
交
流
拠
点
づ
く
り
に
向
け
、

一
体
的
に
情
報
発
信
の
機
能
を
持

た
せ
る
と
と
も
に
、
南
部
地
域
の

様
々
な
施
設
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
食
を
通
じ
た
体
験
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
で
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
。
ま
た
、
頻
発
化
、
激

甚
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
と
し
て
、

一
時
避
難
所
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、

簡
易
シ
ャ
ワ
ー
室
や
避
難
ス
ペ
ー

ス
等
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
地
域
の
農
水
産
物
生
産
者
や
漁

協
、
農
協
、
地
域
団
体
と
の
協
議

を
深
め
、
今

後
進
め
る
施

設
の
基
本
設

計
に
反
映
さ

せ
て
い
く
。

問答

県都創生山口
野島	義正

産業 道の駅あいおの移転整備に向けて

　
　
改
善
の
兆
し
が
見
え
る
事
業

承
継
の
効
果
の
要
因
と
施
策

連
携
型
の
支
援
策
の
取
組
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
事
業
承
継
診
断
に
基
づ
く
支

援
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
や

資
金
繰
り
相
談
に
よ
る
独
自
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
積
極
的
な
取
組
に
よ

り
事
業
者
の
皆
様
の
意
識
変
革
や

行
動
変
容
な
ど
が
効
果
と
し
て
現

れ
た
。
産
業
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
メ

グ
リ
バ
」
の
利
点
を
生
か
し
た
セ

ミ
ナ
ー
等
の
開
催
や
、
事
業
譲
渡

や
経
営
統
合
も
含
め
た
支
援
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な

施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
を
行

う
こ
と
は
事
業
承
継
の
選
択
肢
を

広
げ
る
も
の
で

あ
り
、
他
自
治

体
の
取
組
事
例

な
ど
を
参
考
に

研
究
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

（
仮
称
）湯
田
温
泉
パ
ー
ク
の
整

備
に
つ
い
て

問答

ふるさと共創山口
植野	伸一

産業 深刻化する事業承継問題に、明るい兆し！

　
　
今
の
日
本
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
団
塊
の
世
代
の
方
々
に
は
、

引
退
後
も
様
々
な
分
野
で
指
導
者

と
し
て
活
躍
で
き
る
方
も
多
い
と

感
じ
る
。
団
塊
世
代
の
活
躍
の
場

の
創
出
に
つ
な
げ
る
た
め
、
や
ま

ぐ
ち
路
傍
塾
を
更
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
若
者
世
代
が
興
味
や
関
心
を

持
っ
て
い
る
分
野
に
登
録
さ

れ
て
い
る
シ
ニ
ア
世
代
の
方
々
が
、

若
者
世
代
の
依
頼
に
応
じ
て
活
動

機
会
が
増
え
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
が
生
涯
に
わ
た
り
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
や
ま
ぐ
ち
路
傍
塾

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
今
後
の
見

通
し

問答

最燃焼
安河内	淳朗

学び 団塊世代と若者世代をつなぐ「やまぐち路傍塾」

令和３年度「やまぐち路傍
塾」活動件数
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香
山
公
園
内
の
国
宝
瑠
璃
光

寺
五
重
塔
の
経
年
劣
化
対
応

と
し
て
、
約
70
年
ぶ
り
に
檜
皮
葺

屋
根
の
全
面
ふ
き
替
え
工
事
に
取

り
組
む
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
末
ま
で
の
工
事
期
間
中
、

周
辺
の
観
光
客
等
が
減
少
す
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
が
、
市

は
ど
の
よ
う
な
誘
客
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
大
内
文
化
の
魅
力
や
価
値
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
貴
重
な
契
機

と
捉
え
、
70
年
に
一
度
の
貴
重
な

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
発
信
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
期
間
で
し
か

味
わ
え
な
い
特
別
な
誘
客
事
業
を

実
施
し
、
大
内
文
化
ゾ
ー
ン
全
体

で
の
観
光
誘
客
の
拡
大
を
図
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

〇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

問答

県都創生山口
倉増	賢治

文化 国宝瑠璃光寺五重塔　令和の大改修！

　
　
不
登
校
や
教
員
の
多
忙
化
な

ど
、
学
校
の
課
題
や
困
難
さ

の
根
本
原
因
に
は
触
れ
ず
に
小
中

一
貫
教
育
が
有
効
だ
と
す
る
の
は

論
理
破
綻
だ
。
先
行
例
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
効
果
が
あ
る
と
す

る
の
は
拙
速
で
あ
り
、
一
貫
校
と

非
一
貫
校
を
同
一
条
件
で
比
較
し

た
研
究
は
存
在
し
な
い
と
の
国
会

答
弁
も
あ
る
。
一
貫
教
育
の
導
入

や
成
果
を
学
校
に
強
い
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
小
中
一
貫
教
育
は
子
ど
も
た

ち
が
予
測
困
難
な
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能

力
を
育
む
た
め
の
一
つ
の
方
策
で

あ
る
。
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域

の
方
々
に
よ
る
支
援
と
連
携
・
協

働
が
欠
か
せ

な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
か

ら
成
果
は
地

域
社
会
全
体

で
共
有
し
、
学

校
等
に
は
求
め

な
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
国
保
の
出
産
育
児
一
時
金

○
た
め
池
の
防
災

問答

日本共産党
尾上	頼子

教育 小中一貫教育はできることからやっていく程度で

　
　
他
の
自
治
体
で
は
公
共
工
事

や
施
設
に
係
る
予
算
を
削
っ

て
い
る
の
に
本
市
で
は
そ
れ
ら
を

進
め
て
お
り
違
和
感
が
あ
る
。
積

極
的
に
少
子
化
・
子
育
て
支
援
策

を
展
開
す
る
他
自
治
体
と
比
較
す

る
と
本
市
の
支
援
が
全
力
と
は
思

え
な
い
。
子
ど
も
・
子
育
て
全
力

応
援
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
考
え
進
め
ら
れ
る
の
か
、
市
の

所
見
を
伺
う
。

　
　
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
子
ど

も
・
子
育
て
全
力
応
援
の
ま
ち
づ

く
り
を
掲
げ
、
子
育
て
支
援
及
び

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
今
後
も
、
子
育
て

家
庭
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添

い
な
が
ら
、
山
口
市
ら
し
い
子
育

て
支
援
を
進

め
、
子
ど
も・

子
育
て
全
力

応
援
の
ま
ち

づ
く
り
に
取

り
組
む
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
遺
言
代
用
信
託
と
遺
贈
寄
附

問答

市民クラブ
野村	雄太郎

子育て 子育て全力応援のまちに相応しい予算か！

　
　

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
成
果
の
周
知
と

市
民
参
画
に
係
る
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
開
館
以
来
取
り
組
ん
で
い
る

創
造
的
・
先
駆
的
な
活
動
が

注
目
を
集
め
、
企
業
の
技
術
力
と

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
応
用
研
究
力
の
連
携

が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今

後
も
企
業
と
連
携
し
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
共

同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
創
造
的
な
活
動
が
地
域
社

会
に
生
か
さ
れ
る
事
業
サ
イ
ク
ル

を
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
モ
デ
ル
と
し
て
地
域

に
根
づ
か
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
地
域
と
共
に
あ
る
Ｙ

Ｃ
Ａ
Ｍ
の
価
値
と
、
文
化
の
薫
る

創
造
都
市
と
し
て
の
本
市
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
広
く
国
内
外
に

発
信
し
て
い
き
た
い
。

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中	一郎

芸術 山口情報芸術センターは産業連携も視野に！

ワイカム　インターラボ・キャ
ンプ

国宝瑠璃光寺五重塔
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議会からのお知らせ議会からのお知らせ
先進地に学ぶ
視察報告
くわしくは二次元コードからご覧ください。

　
　
武
道
館
整
備
に
向
け
た
調
査

研
究
業
務
の
進
捗
状
況
及
び

来
年
度
の
事
業
計
画
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充

実
及
び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
環

境
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
武
道
館

の
整
備
推
進
を
位
置
づ
け
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
業
務
を

基
に
（
仮
称
）
山
口
市
武
道
館
整

備
事
業
と
し
て
令
和
5
年
度
予
算

に
計
上
し
、
建
設
候
補
地
の
選
定
、

道
場
の
広
さ
や
観
客
席
数
な
ど
の

課
題
を
整
理
し
、
基
本
計
画
の
策

定
に
着
手
す
る
。（
仮
称
）
山
口
市

武
道
館
が
本
市
の
武
道
振
興
の
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
と

と
も
に
、
本
市
の
武
道
競
技
人
口

の
底
上
げ
や
競
技
力
の
向
上
な
ど

に
資
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
関

係
す
る
皆
様
の
御
意
見
を
賜
り
な

が
ら
、
整
備
実
現
へ
の
取
組
を
進

め
て
い
く
。

問答

高志会
伊藤	斉

スポーツ 山口市武道館の整備について！

久留米街元氣プロジェクト
●福岡県久留米市
　商店主が講師となって専門知識やプロなら
ではのコツを無料で市民に提供する 「久留米
街の得するゼミナール（まちゼミ）」をはじめ
とした久留米市における中心市街地活性化の
取組について調査しました。
　商店街の空き店舗対策として、新規出店後
も店の魅力を高め、顧客を獲得する「空かな
い店舗」づくりを掲げ、様々な取組によって
商店街全体の集客力を高めています。
　中心市街地の
にぎわいを創出
することで、そ
の周辺、ひいて
は市全体の活性
化を目指す取組
であり、本市に
おいても大いに
参考となるもの
でした。

しまばらめぐりんチケット
●長崎県島原市

　市内の公共交通乗り放題券、観光施設の割
引チケットなどが一体となった観光ガイド
ブック「しまばらめぐりんチケット」発行の
取組について調査しました。ガイドブックに
は、地元ならではの詳しい観光情報を掲載す
るなど、観光消費額にも直結する、観光客の
滞在時間を延長するための様々な取組が行わ
れています。
　本市における市内
での移動手段の
確保策や、地域・
観光施設への誘
導策などの検討に
あたって、参考と
なる取組でした。

　山口市議会では、議員が出産、育児、看護や介護等の理由により、定例会の会
期を通じて会議を欠席して、口頭による質問の機会がない場合でも議員としての
活動ができるよう、令和５年３月に会議規則を改正し、文書質問制度を導入しま
した。
　今後、本会議で文書質問が実施された際には、市議会ホームページや市議会だ
よりでお知らせします。

2/2～3
生活環境委員会

担当者から熱のこもった説明を
受ける委員

議会改革
～女性をはじめとする多様な人材が市議会へ参画できる環境づくり～

文書質問制度の導入
質問書

やまぐち市議会だより　2023.515
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次回定例会日程のお知らせ
（予定）

６/4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17    

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 7/1

日 月 火 水 木 金 土

会議日 は傍聴ができます。

2 3 4 5 6 7 8

陳情の受付…5/２４（水）まで　請願の受付…５/３１（水）まで

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
http://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

● １９日 議会運営委員会
● ２１日 山口市議会議員研修会

● ５日 市議会だより等編集委員会（以下「編集委
員会」）

●10日 議会運営委員会、会派代表者会議
● １３日 編集委員会

● １日 議会運営委員会
  全国高速自動車道市議会協議会第49回定

期総会
● ２日 全国市議会議長会基地協議会第105回理

事会
  全国市議会議長会基地協議会第86回総会
  生活環境委員会行政視察（～３日）
● １０日 会派代表者会議、議会運営委員会、執行部

説明会
● １７日 第１回定例会初日（～３月１６日最終日）、広

報広聴委員会
● ２０日 議会運営委員会
● ２７日 編集委員会

● ２日 議会運営委員会、
  会派代表者会議
● １４日 広報広聴委員会
● 16日 議会運営委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（1月～３月）６団体
　１月１７日 香川県善通寺市議会
　　  ２４日 栃木県足利市議会
　　  ２５日 岩手県議会
　　  ２６日 茨城県つくばみらい市議会
　　  ３１日 福島県福島市議会
　２月  １日 兵庫県神崎郡市川町議会
行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

やまぐち市議会だよりは再生紙を使用しています。
処分する際は、「新聞紙」として古紙類の分別収集に出しましょう。

議会の主な動き

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

１２月

３月

１月

２月

　徳佐八幡宮参道のしだれ桜です。しだれ桜の桜並木は全
国的にも珍しく、国の名勝にも指定されています。今年は
初めてライトアップされ、多くの人で賑わっていました。

【表紙写真】

次号は８月です

委員長　大田たける　　副委員長　野村雄太郎
委　員　大來尚順・鳥養祐矢・米本太郎・倉増賢治
　　　　野島義正・栗林　正・植野伸一・有田　敦
　　　　山本浩二・安河内淳朗

市議会だより等編集委員会

編　集　後　記
　桜や蛍、紅葉、雪景色など四季を楽しめる山口。市議会も定例会が
年に4回あり、今定例会では令和5年度の当初予算を可決しました。
新たな年度のスタートに、市議会だよりをぜひご覧ください。（米本）
　新型コロナウイルス感染症もようやく落ち着き観光交流が賑やか
になりました。全国的な景気の盛り上がりに期待したいと思います。
過去最大の本市予算も市民の為の生きた予算となるよう我々議員は
その執行をきちんとチェックします。（倉増）

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
（最終日）
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

山口市消防出初式（１月８日） 令和５年山口市二十歳のつどい（１月８日）

山口市美術展覧会表彰式（３月５日）
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